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①中国地方のインフラ及びライフラインの強化

中国地方整備局
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【高規格幹線道路の整備状況】

中国横断自動車道尾道松江線

58／137km 42％

○ 高規格幹線道路の中国地方の整備率は約８割であり、山陰道においては約４割弱の整備状況
○ 平成２３年度は、一般国道１９１号萩・三隅道路をはじめ、中国横断自動車道尾道松江線及び

東広島・呉自動車道の一部が供用
○ 平成２４年度は、中国横断自動車道姫路鳥取線（約９ｋｍ）及び尾道松江線（約４９ｋｍ）が供用予定

※山陰地方の整備率は、鳥取県・島根県内の区間を対象に算定

東広島・呉自動車道
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【各県毎の高規格幹線道路の整備率】黒瀬IC
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※鳥取県：北条道路L=13.5km(一般部)は
供用延長に含まない。

◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化 ––高規格幹線道路の整備状況高規格幹線道路の整備状況
中国地方整備局
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道の駅（整備中）

道の駅（供用中）

幹線国道

主な一般国道

島根県

山口県

鳥取県

岡山県

広島県

ポート赤碕

はっとう

掛合の里

ゆめランド布野

みやま公園

長門峡

ゆうひパーク浜田

たけはら

若桜

はわい

防災機能整備済：8駅

道の駅名

防災機能整備中：2駅

道の駅名

中国地方管内の｢道の駅｣のうち、８駅は防災機能の整備済。２駅は整備中。
※｢道の駅｣の登録９３駅(H24.9.14)

中国地方整備局
◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化 ––道の駅における防災機能の確保道の駅における防災機能の確保
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中国地方整備局
◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化
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––道の駅の防災拠点化の事例道の駅の防災拠点化の事例
「掛合の里」（島根県）「掛合の里」（島根県）

市町村等地方自治体と連携し、各地域毎にそれぞれの「道の駅」にふさわしいメニューにより、災害
時に対応した防災機能を充実。

地方自治体と連携し、それぞれ必要な施設等を整備

道路管理者 地元自治体

◆情報提供装置拡充 ◇地域防災計画への位置付け

◆非常用水の確保 ◇災害時優先電話（予定）

◆非常用電源の確保 ◇備蓄倉庫（予定）

◆通信手段の確保 ◇非常用物品・物資（予定）

◆非常トイレの整備

整備の目的
○当駅は、連続雨量事前通行規制区間に挟まれ、また、周辺
には地すべり防止区域、急傾斜地崩壊危険区域に指定されて
いる集落が多数存在。
○災害時における道路利用者、地区住民を対象とした各種情
報提供、あるいは避難場所として防災拠点施設整備を行う。

■ 防災拠点整備例 道の駅「掛合の里」(島根県)玉宍
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【位置図】

道の駅「掛合の里」

5454

非常用電源の確保

非常用水の確保

通信手段の確保

・衛星携帯電話

非常用トイレの整備

情報提供装置の拡充

・防災情報提供モニター
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【 掛合の里 概要 】
○路 線 名 ： 一般国道５４号
○所 在 地 ： 島根県雲南市掛合町
○整備手法 ： 一体型
○供 用 ： Ｈ５．８．８
○全体面積 ： 約２１，０００ｍ2
○駐車場台数 ： 大型８台、普通車３８台

身障者用１台

休憩・情報・トイレ施設全景

至 松江

至 広島

市町村等地方自治体と連携し、地域防災計画での「道の駅」の位置付けを行うとともに、
防災機能の役割の調整を行い、整備を図っている。
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鳥取港
境港

西郷港

河下港

浜田港

宇野港

尾道糸崎港

大西港

岩国港

柳井港徳山下松港

三田尻中関港

宇部港

岡山港

水島港

福山港

呉港

広島港

整備済（１２バース）

整備中 （３バース）

未整備（１０バース）

耐震バース整備率
（H24.4月現在）

未整備
40.0％

整備済
48.0％

整備中
12.0％

背後圏人口カバー率
（H24.4月現在）

カバー率
45.5％

未カバー率
54.5％

全体計画 完了 未着工

バース数 バース数 バース数 完了予定 バース数

鳥取県 鳥取港 重要 1 1

境港管理組合 境港 重要 1 1

島根県 浜田港 重要 1 1

西郷港 重要 1 1 H24d 0

河下港 地方 1 1

岡山県 水島港 国際拠点 3 1 1 H24d 1

宇野港 重要 1 1

岡山港 重要 2 1 1

広島県 広島港 国際拠点 4 1 3

福山港 重要 1 1

尾道糸崎港 重要 1 1

大西港 地方 1 1

呉市 呉港 重要 2 2

山口県 徳山下松港 国際拠点 1 1 H25d 0

岩国港 重要 1 1

三田尻中関港 重要 1 1

宇部港 重要 1 1

柳井港 地方 1 1

中国地方　　　計 25 12 3 10

港湾管理者 港湾名 港格
工事中

◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化 ––港湾の耐震強化岸壁の整備状況港湾の耐震強化岸壁の整備状況
中国地方整備局
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○港湾背後地域が一定規模の人口を有している港湾

○緊急物資の輸送等を海上輸送に依存せざるを得ない背後地域を有する港湾

○離島航路が就航しており震災時にも離島航路の維持が必要な港湾 など

耐震強化岸壁整備の対象港湾とは

「港湾における大規模地震対策施設整備の基本方針（平成８年）」

中国地方整備局
◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化 ––港湾施設の耐震対策が効果を発揮港湾施設の耐震対策が効果を発揮

出典：四国地方整備局「四国東南海・南海地震対策戦略会議」（第1回：平成23年6月9日）資料より 5
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県庁所在地を結ぶﾈｯﾄﾜｰｸ

高速自動車道等

直轄国道

＜耐震対策を集中的に実施するネットワーク＞

地震防災対策
強化・推進地域

落橋防止装置（設置前） 落橋防止装置（対策後）

橋脚巻立て（対策後）

◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化 ––橋梁の耐震対策の現状と今後の方針橋梁の耐震対策の現状と今後の方針
中国地方整備局

兵庫県南部地震と同程度の地震に対して、落橋等の甚大な被害を防止するため、橋長１５ｍ以上かつ
２径間以上の橋梁について、緊急（優先）的に落橋防止等を実施した。

落橋・倒壊を防止

今後は、大規模地震に対して橋梁の被害を限定的な損傷にとどめ、円滑かつ迅速な応急活動を確保
するため、現行の基準（道路橋示方書）に対応する耐震補強を推進する。

重大な損傷を防止

現在、中国地方整備局管内の直轄国道における耐震補強が必要な橋梁は約４５０橋あり、地震防災
対策強化・推進地域の対策を優先するとともに、県庁所在地間を結ぶルートの対策を推進している。

6

震災による被災箇所の復旧作業に応じた作業方法を検討することにより、早急な復旧が可能となった

中国地方整備局
◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化◇中国地方のインフラ及びライフラインの強化 ––橋梁の耐震対策が効果を発揮橋梁の耐震対策が効果を発揮

出典：四国地方整備局「四国東南海・南海地震対策戦略会議」（第1回：平成23年6月9日）資料より 7
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